
初めての人でも参加しやすい障害者スポーツ、 

「卓球バレー」「レクボッチャ」「風船バレー」「フライングディスク」の

ご紹介です。 

一般社団法人山口県障害者スポーツ協会 



★はじめに★ 

 

 これからご紹介する４競技「卓球バレー」「レクボッチャ」「風船バレー」

「フライングディスク」は、障害者スポーツとして広まってきました。初

心者から熟練者まで楽しめる奥の深さも魅力です。 

 

 ここでは、基本のルール等を、よくある質問にお答えする Q&A の形式

でご紹介しています。 

 

 基本ルールを再確認して、障害のある人もない人も、老若男女すべての

参加者が一緒に楽しめる障害者スポーツを、ぜひ一緒にすすめていきまし

ょう！ 
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Q１．どんな競技なの？ 

A 卓球台を使用し、ネット下にボールをくぐらせて打ち合う競技です。15

点（11 点）３セットマッチで、２セット先取した方を勝ちとします。（各大

会申合せ事項による） 

 

障害の種別・軽重が違う人たちと一緒に協力してでき、スピード感あ

ふれる対戦を楽しめる競技です。 

 

Q２．用具は何が必要？

 

A 写真をご参照ください。 

①使用台：卓球台 

②使用球：金属片の入ったピンポン球 

③ネット：卓球用のネットを、白線を下にして張ります。その際、ネットの下

縁が水平に張るように、両端の支柱を等距離にし、アンテナを立てます。（ア

ンテナは、サポートを支える金具部分の先端に、垂直に立てます。（図１） 

④ラケット：縦・横とも 30ｃｍ以内の大きさの板（木製）で、かつ平坦で硬

いものを使用します。 

 

Q３．基本のルールは？ 

A ①卓球台を囲むように、１辺に２人ずつ、６人が座ります。（図２） 

 ②ネット際の２人がブロッカー、他の４人はサーバーとなります。 

 ③基本は３打で返球します。（レシーブ、トス、スパイクの要領） 

 ④反則があった時、相手チームの得点になります。 

図１ 
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Q４．卓球バレー特有のルー

ルはありますか？ 

A あります。 

①サーブ順が得点に関係な

く交互です。（図２） 

②椅子から腰が浮いたり、椅

子が動いたときは反則です。 

③ラケットを持った手首ま

ではラケットとみなします。

それ以外の部位及び車椅子

等への接球はボディボール

という反則になります。 

 

Q5．どんな反則がありますか？  

A 上記以外に以下のものがあります。 

①オーバータイムス：3 打以内に返球できなかった時。ネットに３打目が触れ

たら 4 打でも可。 

②ドリブル：連続して 2 度ボールに触れた時。ネットに触れた場合はもう１

回のみ触れても可。 

③ホールディング：ラケット上をボールが流れた時、またはボールが押し出さ

れた時。 

④オーバーネット⑤タッチネット：ラケットや身体がネットを越えたり触った

りした時。 

⑥ストップボール：自コート内でボールが完全に静止した時。 

⑦ボールアウト：ボールがコート外に出た時。 

⑧インテンションファール：打球後、ラケットを手からわざと離した時。ラリ

ー中ラケットを持ち替えた時。競技者として相応しくないプレーをした時。 

⑨サービスミス：サーブは 1 回のみ。ネットに引っ掛かったら無効。 

⑩サーブブロック：ブロッカーがサーブを直接相手コートに返球した時。 

図 2 
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レクボッチャ
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青チーム 赤チーム
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風船バレー
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フライングディスク
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